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１．次の下線部のカタカナを漢字に直せ。 

 

１）任意 ホ ケ ン に加入する        ２）燃料が ジ ョ ウ ハ ツ する 

   

３）エンジンを シ ド ウ させる       ４） セ ン ジ ョ ウ 液を窓に噴射する 

 

５）樹脂と セ ン イ の複合材        ６）最大 セ キ サ イ 重量 

 

７） ホ ア ン 基準に従う            ８）排気 ソ ウ オ ン を測定する 

 

９）危険を カ イ ヒ する             10）空気中の水分を ギ ョ ウ シ ュ ク させる 

 

 

 

 

２．次の下線部の漢字のふりがなを示せ。 

 

１） 迅 速 で正確な整備作業だ       ２）坂道を 惰 性 で走行する 

 

３）事故の衝撃を 緩 和 する        ４）修理に 汎 用 部品を使う 

 

５）作動ガスを 充 填 する          ６） 予 め 部品を用意する 

 

７）常に 定 石 に基づいた作業を行う    ８） 漸 く 整備が終了した 

 

９）作業の前に 埃 を取り除く           10）交通事故が 頻 発 する 

 

 

 

 

 

1）      2）       3）      4）       

5）      6）       7）      8）      

9）       10）       

1）      2）   3）  4）   

5）   6）      め 7）     8）     く 

9）         10）    



３．次の文章を読み、次の各問に答えよ。 

 

2023 年現在、世界的な規模で原油価格が高騰を続けている。化石燃料は自動車などの燃料として使用される

だけでなくプラスチック製品の原料でもあり、私たちの生活になくてはならない資源の一つである。しかし現在

の原油価格はコロナ禍の約２倍近くになっており、その上昇には歯止めがかからない。この原油価格高騰の主因

は、需要と供給のバランス不良であると言われている。現在コロナ禍が安定し、落ち込んでいた需要が次第に戻

りつつあるのに対し、多くの産油国で原油を増産する能力が未だ回復していないという。加えて原油を投資の対

象として取り扱うことで価格の不均衡を増大させているのも看過できない。さらには （1） 青 天 の 霹 靂  と

もいえるロシアとウクライナの武力衝突も原油の供給が滞っている大きな要因となっている。原油価格の高騰は、

自動車を日常的に使用するユーザーに大きな経済負担を余儀なくさせ、自動車を保有しない人も波及的影響とし

て生活必需品が値上がりして日々の生活が圧迫されている。その反面、「原油価格の高騰を容認する」という逆の

見地が根強くあるのも忘れてはならない。これは、原油価格が高騰すれば必然的に燃料を買い控えるので CO２な

どの温室効果ガスの発生が抑制でき、結果として世界各地で発生する異常気象による史上最大級の災害を防げる

のではないか、という考え方である。事実、近年の日本においても局所的な豪雨や河川の氾濫、洪水などとして

自然の （2） 脅 威 を感じることが多くなっており、この発想は一理あるとも思わせる。 

現在の世界情勢を鑑みると、原油価格の安定化までの道のりは決して近くない。この対応策としては「エコ」

の原点に立ち戻り燃料の節約はもちろん、不必要かつ過剰なサービスや行動を慎むことで遠隔的に燃料の節約に

貢献するという行動が肝要となる。この未曽有の燃料問題を乗り越えるためには社会的な制度改革のみに依存す

るのではなく、個々の人々の （3）「落穂ひろい」のような意識 が今こそ必要であろう。 

 

１） 下線部（１）「 青 天 の 霹 靂 」の意味に似た言葉として最も適切なものを選び、〇を付けよ。 

（   ） 寝耳に水 

（   ） 覆水盆に返らず 

（   ） 魚心あれば水心 

（   ） 背に腹は代えられぬ 

 

２） 下線部「 脅 威 」と熟語の構成が異なるものを選び、〇を付けよ。 

（   ） 永 久        

（   ） 状 態 

（   ） 平 和 

（   ） 暗 示 

 

３） 下線部（３）の「『落穂ひろい』のような意識」とは具体的にどのようなことか。１４０字以内で示せ。 

解答は横書きにて記入のこと。  

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    




